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地域の弱い経済基盤（産業・金融） ➞ 域際収支赤字と財政圧迫

地域経済循環の課題 （フロー）

出曲： 価値総合研究所（2017）



地域内総生産物に対するエネルギー代金の収支の比率

出曲： 環境省（2014）



地域エネルギー自治で地域循環型経済の構築



朝日新聞、2017年8月14日（Digital)

日本で自治体主体の新電力設立が増えている

朝日新聞、2017年11月14日（夕版）

http://www.asahi.com/articles/photo/AS20170814000043.html




公共インフラ―・公益サービスを総合提供するドイツのシュタッドベルケ
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強い信頼を受けているドイツのシュタットベルケ
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出曲: Verband Kommunaler Unternehmen (VKU) , Zahlen und Fakten 2018 
https://https://www.vku.de/fileadmin/user_upload/Verbandsseite/Ueber_Uns/VKU_ZahlenDatenFakten_2018_DE.pdf

• 企業数: 1,458社

• 売上： €1,139億
（～¥15兆）

• 従業員数： 260,936人

• 設備投資額： €99億
（～¥1.3兆）

売上構成（€10億） 小売り市場のシェアー



シュタットベルケの
存在価値

公共性・公益性
社会インフラ・サービスの提供
を通じて、地域・都市の
安全・レジリエンス・

持続可能な発展を追求



日本版シュタッドベルケの目的は、地域自らで総合インフラ・サービスの提供によって地域の
再生や地域課題の解決に貢献するところにある → 存在価値

地域の資源や資産の活用に
よってお金の流れを変える

→ 循環型地域経済

社会インフラの共益サービスによる
相乗効果で資金を拠出する

→ 地域課題の解決

地域環境ガバナンスで温室効果ガスを
削減し、地域課題への取り組む

→ 災害に強く、持続可能な
地域づくり



日本シュタッドベルケネットワークの設立（2017年9月8日）


